
も
、
使
い
捨
て
れ
ば
た
だ
の
ご
み

で
す
。
貴
重
な
石
油
資
源
の
無
駄

遣
い
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
製
造

過
程
や
、
ご
み
と
し
て
焼
却
処
分

さ
れ
る
際
に
二
酸
化
炭
素
を
排
出

し
ま
す
。

　

平
成
22
年
10
月
10
日
に
お
け
る

レ
ジ
袋
平
均
辞
退
率
は
、20・９
％

で
し
た
。
仮
に
、
岡
山
県
全
体
で

20
・
９
％
の
レ
ジ
袋
が
削
減
さ
れ

た
と
す
る
と
、
１
年
間
で
９
８
５

ト
ン
の
ご
み
を
減
量
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
二
酸
化
炭
素
約
７
、

５
０
０
ト
ン
の
排
出
を
削
減
で
き

る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
は
約
54
万

本
も
の
ス
ギ
の
木
が
１
年
間
に
吸

収
す
る
二
酸
化
炭
素
の
量
に
相
当

し
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
を
当
た
り
前
の
よ
う
に

も
ら
う
こ
と
を
見
直
し
て
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を
出
さ
な

い
買
い
物
を
心
が
け
る
と
、
ご
み

の
減
量
だ
け
で
な
く
、
地
球
温
暖

化
の
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」
に
は
、

忘
れ
ず
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て

買
い
物
に
行
き
、
レ
ジ
袋
の
削
減

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
循
環
型
社
会
推
進
課

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
０
６

 

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い

 

動
物
由
来
感
染
症

　

動
物
由
来
感
染
症
と
は
、
ペ
ッ

ト
な
ど
の
動
物
か
ら
人
に
感
染
す

る
病
気
の
総
称
で
す
。

　

予
防
の
た
め
次
の
こ
と
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
飼
い
主
は
、
狂
犬
病
予
防

法
に
基
づ
き
、
飼
い
犬
の
登
録
、

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接

種
、
鑑
札
と
注
射
済
票
の
装
着
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

動
物
と
触
れ
合
う
際
に
は
、
餌

を
口
移
し
で
与
え
る
な
ど
過
剰
な

接
触
は
控
え
る
と
と
も
に
、
室
内

で
鳥
な
ど
を
飼
育
す
る
と
き
は
換

気
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
動

物
に
触
っ
た
り
、
砂
場
や
公
園
で

遊
ん
だ
り
し
た
場
合
は
、
必
ず
手

を
洗
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労

働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る
制
度
で
す
。

　

最
低
賃
金
に
は
、
岡
山
県
内
の

す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
る
「
岡
山
県
最
低
賃

金
」
の
ほ
か
に
、
特
定
の
産
業
の

労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ

れ
る
「
特
定
最
低
賃
金
」
が
あ
り

ま
す
。

　

岡
山
県
特
定
最
低
賃
金
は
、
平

成
22
年
12
月
15
日
（「
船
舶
製
造・

修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業
」
は

平
成
22
年
12
月
19
日
）
か
ら
改
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
表
に
掲
げ
る
産
業
の
事
業

場
は
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
特
定

最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

講
習
の
種
類
に
よ
り
手
続
き
の
場

所
・
受
付
時
間
な
ど
が
異
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
や
最
寄
り
の
警
察
署
の

免
許
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

更
新
期
間
内
に
免
許
証
の
更
新

手
続
き
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
免
許
の
効
力
を
失
う
と
と
も

に
、
免
許
を
受
け
て
い
る
期
間
が

中
断
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
海
外
旅
行
、
出
産
、
病

気
ま
た
は
負
傷
な
ど
に
よ
り
入
院

が
予
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
や
む

を
得
な
い
事
情
で
更
新
期
間
内
に

手
続
き
が
で
き
な
い
人
は
、
更
新

期
間
前
に
手
続
き
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。　

▽
更
新
に
必
要
な
も
の

　

・
運
転
免
許
証

　

・
更
新
連
絡
書
（
更
新
案
内
の
は

　

が
き
）

　

・
免
許
証
用
写
真
１
枚
（
運
転
免

　

許
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
す
る

　

場
合
は
原
則
不
要
）

　

・
手
数
料

　

・
高
齢
者
講
習
受
講
終
了
証
明
書

　
（
高
齢
者
講
習
対
象
の
人
の
み
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６
７-

２
４-

２
２
０
０

 

募
集
し
ま
す

 

岡
山
県
育
英
会
東
京
寮
入
寮
生

　

岡
山
県
育
英
会
で
は
、
岡
山
県

出
身
者
で
首
都
圏
の
大
学
に
進
学

す
る
男
子
学
生
を
対
象
に
、
東
京

寮
の
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
す
る
場
合
は
、
出
身
高
校

ま
た
は
岡
山
県
育
英
会
に
あ
る
所

定
の
入
寮
願
、
履
歴
書
お
よ
び
家

庭
調
書
、学
校
長
証
明
の
調
査
書
、

健
康
診
断
書
を
岡
山
県
育
英
会
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
東
京
寮
の
概
要

　

・
所
在
地　

東
京
都
港
区
高
輪
３ 

　

丁
目
14-

21

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
、
職
業
の
人
が
学
ん
で
い

ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
、

文
学
、
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

15
歳
以
上
の
人
は
、
１
科
目
か
ら

学
習
で
き
る
選
科
履
修
生
・
科
目

履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

　

18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
を

持
っ
て
い
る
人
な
ら
ば
、
無
試
験

で
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で

き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
１
２
４

単
位
以
上
を
習
得
し
て
卒
業
す
る

と
学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
一
つ
の
分
野
を
体
系
的

に
学
び
た
い
人
に
は
、「
放
送
大

学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

▽
出
願
期
間　

２
月
28
日
（
月
）

　

ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６-

２
５
４-

９
２
４
０

　

HPhttp://w
w
w
.ouj.ac.jp

　

・
構
造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　

り
４
階
建
て

　

・
寮
室　

45
室
（
１
室
２
人
）

　

・
寮
費　
年
額
１
６
８
、０
０
０
円

　

・
食
費　
月
額
２
１
、０
０
０
円

▽
応
募
資
格

　

県
内
に
居
住
す
る
世
帯
の
男
子

学
生
で
、
平
成
23
年
４
月
に
東
京

都
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
所
在
す
る

大
学
（
夜
間
部
を
含
む
）
の
第
１

年
次
生
と
し
て
入
学
（
ま
た
は
入

学
志
望
）
の
人

▽
募
集
人
員　

約
30
人

▽
申
込
期
間　

２
月
１
日
（
火
）

　

〜
２
月
28
日
（
月
）

▽
選
考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び

　

面
接
選
考
（
面
接
は
３
月
中
旬

　

に
実
施
予
定
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
（
財
）
岡
山
県
育
英
会
（
岡
山

　

県
生
涯
学
習
課
内
）

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
５
９
８

 

募
集
し
ま
す

 

放
送
大
学
４
月
生

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
23
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学

は
、
Ｃ
Ｓ
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を

　

野
生
動
物
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
病
気
に
感
染
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
で
の
飼
育

や
野
外
で
の
接
触
は
避
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

動
物
由
来
感
染
症
の
詳
し
い
情

報
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
動
物
由
来
感
染
症
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６
７-

２
４-

９
５
１
２

　

厚
生
労
働
省

　

HP http://w
w
w
.forth.go.jp/

　

m
hlw
/anim

al/

 

改
定
さ
れ
ま
し
た

 

岡
山
県
特
定
最
低
賃
金

　

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃

金
法
に
基
づ
い
て
国
が
賃
金
の
最

低
限
度
を
定
め
、
使
用
者
は
、
そ

 

ご
協
力
く
だ
さ
い

 

岡
山
県
統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー

　

皆
さ
ん
、
環
境
に
優
し
い
買
い

物
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

県
で
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
事
業
者
、
消
費

者
・
環
境
団
体
、
市
町
村
と
協
働

し
て
、
毎
月
10
日
を
「
岡
山
県

統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」と
定
め
、

買
い
物
の
際
に
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ

な
い
「
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
」
の
呼

び
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
は
、国
民
一
人
当
た
り
、

１
年
間
に
約
３
０
０
枚
も
使
用
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

持
ち
運
び
に
便
利
な
レ
ジ
袋

　

18
歳
未
満
ま
た
は
65
歳
以
上
の

人
や
、
雇
入
れ
後
６
月
未
満
の
人

で
あ
っ
て
技
能
習
得
中
の
人
（
た

だ
し
「
鉄
鋼
業
」「
自
動
車
・
同

附
属
品
製
造
業
」「
船
舶
製
造
・

修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業
」
に

つ
い
て
は
雇
入
れ
後
３
月
未
満
の

人
で
あ
っ
て
、
技
能
習
得
中
の

人
）、
清
掃
ま
た
は
片
付
け
の
業

務
に
主
と
し
て
従
事
す
る
人
に
つ

い
て
は
、
平
成
22
年
11
月
５
日
発

効
の
岡
山
県
最
低
賃
金
６
８
３
円

が
適
用
さ
れ
ま
す
。　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
８
６-

２
２
５-

２
０
１
４

 

手
続
き
は
お
早
め
に

 

運
転
免
許
証
の
更
新

　

運
転
免
許
証
の
有
効
期
間
の
更

新
を
受
け
る
人
は
、
有
効
期
間
の

満
了
す
る
年
の
誕
生
日
の
前
後
各

１
カ
月
の
間
に
手
続
き
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

公
安
委
員
会
か
ら
免
許
証
の
住

所
地
あ
て
に
送
付
さ
れ
る
更
新
案

内
の
は
が
き
を
確
認
し
て
、
早
め

に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

は
が
き
の
な
い
人
は
、
更
新
時

東京寮から新生活をスタートしてみませんか

岡山県特定最低賃金

業種 時間額 　　　　　　      円

耐火物製造業 804

鉄鋼業 818

一般機械器具等製造業 798

電気機械器具等製造業 734

自動車・同附属品製造業 786

各種商品小売業 743

船舶製造・修理業、舶用機関製造業 817




